
令和 5年度 清水松風荘事業報告書 

 

養護老人ホーム清水松風荘経営方針について 

１ 入所者ニーズを的確に把握し、最良の福祉サービスの提供に努めました。 

２ 利用者が生活しやすいよう快適な生活環境づくりを心掛けました。 

３ 地域から信頼される福祉の拠点づくりを目指し、地域社会との交流を深めました。 

４ 職員の資質向上のため、積極的に研修会等に参加することに努めました。 

５ 常に効果的で効率的な管理を行ない安定した運営に努めました。 

 

１ 処遇・援助について 

（１）生活援助 

入所者の意思及び人格を尊重した個別処遇に努めました。クラブ活動及び行事を充実し、入 

所者が明るく快適な生活を送ることが出来るよう処遇・援助に努めました。また、福祉事務所担当 

課との連携を密にして入所者の社会復帰に対する支援に努めました。 

（２）給食の援助 

入所者の嗜好調査を実施し入所者の嗜好にあった献立を心掛けました。また、入所者の楽し 

みとなるよう季節や行事にあった食事を提供しました。 

入所者一人ひとりの身体状況を把握し、食事の形態等を工夫しました。 

（３）日常の援助 

 ① 入浴の援助 

入所者の身体状況に応じた入浴を行いました。必要に応じて、定時の入浴日入浴時間以 

外にも実施しました。要介護者については、個浴にて安心して入浴をしていただきました。 

 ② 衣類、寝具等の援助 

入所者の身体状況により衣類、寝具等を個々に選択し、常に清潔に保つように心掛けまし 

た。 

 ③ 生活環境の見直し 

昨年度同様、新型コロナウイルスが流行している状況であっても、安全かつ安心して生活 

を送れるよう、入所者の生活の場を常に見守り、手指用アルコール消毒器等の設置を継続し、

必要に応じて改善するよう努めました。 

 ④ 喫茶タイムの実施 

入所者の日常生活における楽しみと入所者同士のふれあいの場として、「喫茶タイム」を毎 

月 3回実施しました。 

 ⑤ クラブ活動の充実 

書道クラブや映画クラブを始め、職員が関わりながらクラブ活動を実施しました。また、『し 

ぞ～かでんでん体操』を基に体操クラブを実施し、健康維持・筋力向上に努めました。 

 

２ 健康管理、医療体制について 

入所者の重度化が進むなか、常に入所者の心身の状態の把握に努め、異常時の早期発見と 

病院受診及び健康管理を行いました。また、新型コロナウイルスの流行により、屋外への散歩を 

控えて頂いた方を始め、入所者が活動機会を失わないよう、体操クラブや館内ウォーキングを 

継続的に実施し、健康増進に努めました。 

入所者、職員及び館内へ立ち入りされる方には、マスク着用の徹底や手洗いうがいの慣行等 

を呼び掛け、予防に努めました。また、職員教育の一環として、静岡県病院協会の事業である 

感染防止対策のための施設訪問指導を受ける等、非常時に備えるよう努めました。 

 

 

 



                                                                                  

３ 危機管理体制について 

安全管理体制の確立を図り、地震、火災、天災等の非常事態に備え、行政機関及び地域団体

と連携をとりながら防災体制の万全を期すとともに、防災設備の点検等を定期的に行い、災害時

に迅速かつ的確な対応ができるよう防災訓練（避難訓練、消火訓練等）を毎月２回実施し、職員

並びに利用者の防災意識の向上に努めました。なお、総合防災訓練を 9 月と１１月に行い、昼間

と夜間を想定した訓練を各１回ずつ実施し、訓練の一環として防災食を使用した炊き出し訓練も

実施しました。また、入所者全員分の緊急持出用リュックを用意し、懐中電灯など非常時に必要

な物品を常備しました。この他、消火栓使用訓練や簡易発電機作動訓練、防災盤取扱訓練等の

実施や県地震防災センターから DVD を借用し、座学による訓練も行なうなど、工夫した訓練を実

施することに努めました。 

 令和 4 年に発生した台風 15 号、令和 6 年に発生した能登半島地震を教訓とし、非常食及び

飲料水の備蓄を 7日分へ増やし、非常災害に備えました。 

防犯対策としては、職員の定時の巡回に加え、セキュリティシステムや令和 4年度に新しく設置

した防犯カメラを活用し、入所者が安心して生活できるよう努めました。 

 

 

４ 地域交流について 

地域交流室については、手指消毒、うがい、マスク着用を徹底した上で、S 型デイサービスの

利用者や自治会等に利用していただきました。また、非常災害に備え、地域交流室利用者と避

難経路の確認を行うなど、安心して地域交流室を利用していただけるよう努めました。 

地域住民との交流については、地域の保育園の園児に来荘いただき、敬老会で歌や踊りなど

の余興を利用者と一緒に楽しんでいただきました。また、東海大学付属静岡翔洋小学校から学

習発表会への招待を受けた際は、見学させていただくなど、地域住民と交流できるよう努めまし

た。 

 

 

５ 各種学校の体験学習・実習生の受け入れについて 

    新型コロナウイルスの感染予防に努め、各種学校と実習の時期や実習生の人数を調整し実習 

を受け入れました。 

  

主な実績 

  介護福祉士実習Ⅰ 

        静岡福祉大学（１名） 

      体験学習 

   東海大学付属静岡翔洋高等学校・中等部(２名) 

 

６ 長期入所状況について 

令和 5年度入所者数 延べ人数 15,413人 

 

 

７ 生活予防・支援型短期保護事業（ショートステイ） 

虐待などを理由として行政にて保護される方の、短期宿泊事業を行いました。 

令和 5年度の延利用人数は 3,272人、1日の平均入所者数は 8.94名です。 

 

 

８ ホームページのコンテンツの充実 

 施設の情報発信の為、ホームページに各種行事の模様を公開するなど、ホームページの内容 

充実に努めました。 



                                                                                  

９ 主な事業内容 

年   月   日 内           容 

令和 5年 3月 27日- 4日 10日 お花見（清水区内各所） 

令和 5年 4月 4日 不在者投票(静岡県議会議員選挙・静岡市長選挙) 

令和 5年 5月 18日・19日 全館業者清掃 

令和 5年 7月 3日‐ 8月 30日 健康診断 

令和 5年 7月 6日 野々垣住職講話 

令和 5年 7月 6日・ 7日 七夕祭り見学 

令和 5年 8月 6日 次郎長道中慰問 

令和 5年 8月 19日 納涼祭 

令和 5年 9月 5日 総合防災訓練（昼間想定訓練） 

令和 5年 9月 14日 炊出し訓練（総合防災訓練） 

令和 5年 9月 14日 入所者意見交換会 

令和 5年 9月 19日 敬老会 

令和 5年 10月 12日 清水松風荘運動会 

令和 5年 11月 2日 総合防災訓練（夜間訓練） 

令和 5年 11月 10日 静岡市指導監査 

令和 5年 11月 20日・21日 全館業者清掃 

令和 5年 12月 19日 クリスマス会 

令和 6年 1月 23日 建築物・建築設備・防火設備点検 

令和 6年 2月 17日 東海大学付属静岡翔洋小学校学習発表会見学 

令和 6年 3月 25日 貯水槽清掃 

令和 6年 3月 28日 入所者意見交換会 

令和 6年 3月 28日 水質検査 

令和 6年 3月 27日-  4月 2日 お花見（清水区内各所） 

 

 

 

 



                                                                                  

１０  奉 仕 ・ 慰 問 

団体名・氏名 訪 問 回 数 活 動 内 容 

のぞみ保育園 １ 果物・野菜の寄贈、歌 

清水年金協会 １ タオルの寄贈 

赤い羽根共同募金会 １ 日用品購入助成金 

ボーイスカウト清水 8団 １ クリスマスプレゼント 

S型デイサービスしおかぜ 1 クリスマス飾り 

しずおかフィナンシャルグループ 1 胡蝶蘭寄贈 

 

 

１１ 苦情・相談等 解決結果の公表について 

 令和 5年度の苦情・相談等は 0件。解決済み件数は 0件。未解決件数は 0件。 

 

 


